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議会運営委員会での議会改革として、「小金井市
議会のあり方（定数・報酬等）」についての調査・協
議を実施する、という提案	


懇談会の意図について	
  

改めて、報酬等を含めた総合的な
「議会のあり方」議論が必要である。
…そのためにも、市民からの意見も
聴取しながら一定の課題や結論（結
論自体は一致するとは限らないが）
をまとめ、広く公表することが重要で
あるという考え方。	


議員定数の削減のみを切り出して
他市議会比較のみで語ることは不
適切であるという指摘もあった	
  

提案の意図 



この議論のためのスケジュール（ロードマップ）に沿って実態調査も実施し、今回の市民との
意見交換を実施することになりました。	
  
※このロードマップ自体は完全に全会派で合意している訳ではないが、進め方の目安として参照してきた経過がある。	
  

実態調査	


意見交換	


また、現在市議会に関する意向調査を実施しており、その周知も兼ねて実施することは効果的ではないかという意見も
あり、このタイミングで意見交換（懇談会）を実施することになった。	
  

懇談会の意図について	
  



議会のあり方（定数・報酬等）を考えるにあたり、主観
のみならず客観的な情報をできるだけ皆さんに提示し、
そのあり方を考えてもらい、ご意見をいただきたい。	


懇談会の意図について	
  



 議会運営委員長　水上洋志 

市議会からの報告 
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ご報告内容 

①市議会の役割について	
  
	
  
②これまでの小金井市議会の議会改革について	
  
	
  
③前回の市民意向調査の結果と	
  
　今回の市民意向調査について	
  
	
  
④前期からの議員定数削減に関する議論について	
  
	
  
⑤この間行なった議員実態調査について 	




①市議会の役割について	
  

◯議会は合議制の議決機関であり、市長は独任制の執行機関	
  
◯議会と市長は、それぞれが、二元代表制に基づき、対等な関係に立ち、
互いの役割を発揮し、市民福祉を増進させる責務を負っている	
  

多様な民意を持ち寄って、公開の場で効率的な議論を尽くすこと
により、市長の行政執行及び市政の課題について、その論点を
明らかにし、市民にとって最善の内容で意思決定を行うこと	


小金井市議会基本条例の前文 	


これまで市民に開かれた議会、
自由かっ達な質疑を保障する
議会、少数会派の活動も認め
合う議会を目指し、議会改革に
努めてきました 	


議会にとって重要な役割は	


情報公開による説明責任、多様な意見をくみ取る努力、市民の
負託に応えるための更なる自己研鑽	


求められて	
  
いること	


議会は、市民の視点に立ちつつ、
議会としての自律性を高め、執行
機関を監視し、政策を立案する活
動を、より充実強化しなければな
りません。	




②これまでの小金井市議会
の議会改革について	
  

◯一般質問での一問一答を採用	

◯決算委員会を第3回定例会で実施することに	

◯日曜議会の実施（年1回／2018年度より本実施へ）	

◯議会の危機管理マニュアルの策定	

◯議会基本条例についての調査を開始	

◯議会報告会（試行）	

◯議会基本条例策定代表者会議を立ち上げ議論スタート	

　 動画中継を開始（Ustream→現在はYouTubeで運用）	

◯広報協議会および３つの部会（議会報編集部会／紙面改革部会	
  
	
  	
  	
  	
  ／広報部会）を立ち上げ、市議会広報の強化への協議がスタート	

◯議会基本条例施行	

◯議会報告会の本実施（年1回以上）	

◯議会運営委員会でパソコン持ち込みが可能となる	

◯行政視察報告書をホームページで公開	

◯定例会告知ポスター作成・掲示をはじめる	

◯政務活動費の領収書を市議会ホームページで全面公開	

◯議場および傍聴席で飲料の摂取ができるようになる	
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2007年 	
  	
  
2011年 	
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【参考】　前回（R２年度）調査	
  
調査期間：令和２年９月上旬～令和２年９月下旬	

調査方法：郵送配布・郵送回収による郵送調査法	

調査対象：無作為に抽出された18歳以上の市民2,000人	

回収結果：５４５人（回収率２７．３％）	


③前回の市民意向調査の結果と	
  
　今回の市民意向調査について	
   無作為抽出で	
  

18歳以上の市民
2,000人を対象に	
  
郵送で意見聴取	
  

を実施	


10月上旬まで	




③前回の市民意向調査の結果と	
  
　今回の市民意向調査について	
  

「関心が無い」とした方の理
由として、一番多かったのは

｢何をしているのかよ
くわからない｣ 39.7％	




③前回の市民意向調査の結果と	
  
　今回の市民意向調査について	
  

「知らない」	
  
「あまり知らない」	
  
の合計が、71．1％ 	
 市議会と市議会議員の活

動について、より市民のみ
なさんに伝える努力が求め
られることは明らか 	




③前回の市民意向調査の結果と	
  
　今回の市民意向調査について	
  

1位「地域の課題解決」	
  
　　　24．3％	
  
2位「住民意見の把握」	
  
　　　18．7％	
  
3位「行政のチェック」 	
  
　　　12.1％	


期待されて
いること	




③前回の市民意向調査の結果と	
  
　今回の市民意向調査について	
  

市議会の改革について	
  
「必要である」、｢ある程度必要である｣	
  

合計65.3％	


１位「市民の声が反映できるような議会報告
会の開催や意向調査の実施」22.9％、	
  
２位「政策提言機能の強化（議会から行政
への提案能力）」18．2％	
  
３位「議員定数･議員報酬の検討」17．6％ 	


どのような改革が必要か？	




③前回の市民意向調査の結果と	
  
　今回の市民意向調査について	
  

◯市議会議委員の定数
が24人であること	
  
「知っていた」 30.4％	
  
｢知らなかった｣ 69.6％	


◯市議会議員の定数は	
  
「多い」  37.6％	
  
「適当」  23.8％	
  
｢少ない｣  1.8％	
  
「わからない」	
  	
  36.8％ 	


◯市議会議員の報酬は	
  
「高い」  39.1％	
  
「適当」  28.2％	
  
「低い」  4.1％	
  
「わからない」	
  	
  28.6％ 	




③前回の市民意向調査の結果と	
  
　今回の市民意向調査について	
  

市議会ＨＰ	
  
｢情報公開・調査報告｣
→「調査･アンケート」	
  
から閲覧できます 	




③前回の市民意向調査の結果と	
  
　今回の市民意向調査について	
  

現在、「市議会の議員定数に関する陳情
書」が継続審査中となっています。	
  
	
  
また、議会改革「『議会のあり方（定数･報
酬等）』についての調査･協議を実施する」
を合せて協議中です。	
  
	

今回の市民意向調査は、この審査･協議
に関しての一つの資料として活用したいと
考えています。 	




現在小金井市議会の定数は24名。1999年（平成11年）第2回定例会で	
  
議員案｢小金井市議会議員定数条例の一部を改正する条例｣が賛成
多数で可決したことにより、25名から24名となり現在に至る。	


議員定数に関しては、2001年（平成21年）以来2021年（令和２年）４月
までの間、議改革の協議として4回、陳情書3件、請願書2件が提出さ
れ、4回の議員提案による定数削減の提案が行なわれてきました。 	


類似団体3市（昭島市･国分寺市･
東久留米市）が22名であることを
踏まえて24名を22名とするという
ことや定数削減による財政効果を
市民生活に活用するなど 	


民意の反映が少なくなる、他市比較や財
政効果だけで削減はおかしいなどです。
議会のあり方からあるべき定数を検討す
べき、議員の仕事を「棚卸し」して定数及
び報酬について議論すべきなどの意見も 	


削減の「賛成」の意見	


④前期からの議員定数削減に
関する議論について	
  

削減に「反対」の意見	


いずれも、議会改革は不一致、陳情･請願は、2012年（平成24年）に公聴会が開
催され、不採択または審議未了、議員提案は否決、2020年（令和2年）12月に提
案された、議員案議員定数条例の一部を改正する条例は任期満了により廃案 	




⑤この間行なった	
  
議員実態調査について 	


小金井市議会議員の実態調査について�全議員対象	


調査のまとめ 

＜基本姿勢（案）＞	

①類似団体比較は資料として参考にするが、結論の根拠とはしない。	

②議論は定数や報酬の削減ありきではない。	

③議員の役割、あり方、「議員の仕事とは、使命とは何か」といった
原点に立ち戻った議論が必要である。	

④「小金井市議会議員の仕事」を」市民に公開し、市民の意見を聴く。	

⑤これらを踏まえて報酬、定数を協議・検討していく。	


「小金井市議会の
あり方（定数・報酬
等）」についての調
査・協議を実施する	


提案	


＜背景＞�

【第1フェーズ】�
「定例会中の実態」�

3/3（木）▶3/9（水）�
期間�

【第2フェーズ】�
「閉会中」の実態�

4/14（木）▶4/20（水）�



小金井市議会議員の実態調査について�

全議員対象	


1日あたりの活動時間を①〜⑮の枠内に書き込む� 記載の
ルール�

・1日あたりの活動時間を①〜⑮の枠内に書き込む�
�（細分化した項目ごとの活動数字を足して右の日付の枠
に合計時間を記載する）�
・30分＝0．5�という単位で�記載する�

細分化した項目でチェッ
クを入れたほうがいい方
は、A票を活用いただくと
良いかもしれません�

調査の概要	


23人全員分提出結果で集計�



調査項目一覧	


全体集計の中
には、この2項
目は含めない�



調査結果①	

◯「第1フェーズ」のほうが、「第2フェーズ」よりも、活動時間数が長い�
�※「第1フェーズ」は令和4年第1回定例会中、「第2フェーズ」は閉会中の期間として設定した�

⑭地域活動（地域活動、各種市民団体活動への参加）　　⑮政党活動・政治団体活動・政治活動	


※1�上記全体集計の中には、下記の2項目は含めないため別掲��（議会運営委員会で確認済み）�

23人平均	


１週間の稼働時間	
  (h）	


47.5h	

1日あたり稼働時間(h）	


6.8h	


最大値	
  
72.5h	


最小値	
  
28.0h	


47.7h	
  ÷	
  7day	
  =	


23人平均	


１週間の稼働時間	
  (h）	


32.0h	


4.6h	


最大値	
  
59.0h	


最小値	
  
	
  	
  6.0h	


32.2h	
  ÷	
  7day	
  =	


⑭地域活動	
  
	
  	
  	
  …86.5h	
  →［23人平均］	
  3.8h	
  →［1日あたり］0.5h	
  
⑮政党活動・政治団体活動・政治活動	
  
	
  	
  …117h→［23人平均］ 5.1h	
  →［1日あたり］0.7h	


参考	
  
※1	


⑭地域活動	
  
	
  	
  	
  …149.5h	
  →［23人平均］	
  6.5h	
  →［1日あたり］0.9h	
  
⑮政党活動・政治団体活動・政治活動	
  
	
  	
  …176h→［23人平均］ 7.7h	
  →［1日あたり］1.1h	


参考	
  
※1	


7日間平均として	
 9.5h	
47.7h	
  ÷	
  5day	
  =	

5日間平均として	


7日間平均として	
 6.4h	
5日間平均として	

32.2h	
  ÷	
  5day	
  =	


1日あたり稼働時間(h）	




調査結果②	
 ◯「第1フェーズ」では、「①会議（議決・審査）」が43％を占める。次いで、
「⑥議案の審査に必要な活動」（21％）ほか、定例会に必要な活動が大半
を占める�

第1フェーズ	


①会議	
  
（議決・審査）	


43%	


②協議・調整の場	

2%	
  ④議会の広報・広聴	


1%	
  

⑥議案の審査に	
  
必要な活動	


21%	
  

⑦質問・討論の作成	

5%	
  

⑧調査・研究活動	

7%	
  

⑨その他の活動	

1%	
  

⑩議会活動の広報・広
聴	

9%	
  

⑫各種市民団体及び地
域行事への出席	


1%	
  

⑬個別の市民相談、市
民意思の把握活動	


10%	
  

「定例会中の実態」�



調査結果③	

◯「第2フェーズ」では、「⑩議会活動の広報・広聴」（23％）が最も多く、次
いで「⑬個別の市民相談、市民意思の把握活動」（19％）、「⑧調査・研究
活動」（18％）、「②協議・調整の場」（17％）の順となっている。�

第2フェーズ	


①会議（議決・審査）	

5%	
  

②協議・調整の場	

17%	


③その他の役職によ
る公務	

1%	
  

④議会の広報・広聴	

2%	
  

⑤政策・条例の立案	

1%	
  

⑥議案の審査に必
要な活動	


8%	
  

⑦質問・討論の作成	

3%	
  

⑧調査・研究活動	

18%	
  

⑨その他の活動	

3%	
  

⑩議会活動の	
  
広報・広聴	


23%	


⑬個別の市民相談、
市民意思の把握活動	


19%	
  

「閉会中」の実態�



調査結果④	

◯曜日ごとの活動量を比べてみると、土日は他の平日よりも活動時間が
短い。※逆にいえば、土日も関係なく何らかの活動が必要となっている実
態があるといえる。�

＜曜日ごとの活動量の違い＞�

平日5日間の平均時間182．1hと比較して、約50％の活動が土日にもある�

平日5日間の平均時間118.6hと比較して、約57〜64％の活動が土日にもある�

市議会議員がなにをやっているのかよくわからないという声がありますが、
それぞれ、土日も関係なく活動していることが浮き彫りになったといえる。	




意見交換タイム［45分間］ 
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　①市議会に期待すること 
 
　②それを実現するための議会の 
　あり方（定数・報酬等の視点から） 



全体共有 
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 副議長　遠藤百合子 

副議長挨拶 
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 uriko Endo  Y 



本日はご参加 
ありがとうございました。 

Copyright	
  (C)	
  2022	
  	
  KoganeiCitycouncil	
  	
  All	
  Rights	
  Reserved.	


ご質問等 

小金井市議会事務局へ 
メール or FAX にてお寄せください。 

g020199@koganei-­‐shi.jp	


042-­‐387-­‐1225	



